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２０２１年１０月１７日（日）信徒伝道週間 

聖霊降臨後第２１主日 

銀座教会 家庭礼拝 

礼拝招詞「彼はわたしを慕う者だから  彼を災いから逃れさせよう。わたしの名を知る

者だから、彼を高く上げよう。  彼がわたしを呼び求めるとき、彼に答え  苦難

の襲うとき、彼と共にいて助け  彼に名誉を与えよう。 生涯、彼を満ち足らせ

わたしの救いを彼に見せよう。」                   詩編 91 編 14-16 節 

主の祈り  

交読詩編 詩編３１編２２～２４節 a 

  主をたたえよ。  

主は驚くべき慈しみの御業を  

都が包囲されたとき、示してくださいました。  

    恐怖に襲われて、わたしは言いました  

「御目の前から断たれた」と。  

それでもなお、あなたに向かうわたしの叫びを  

嘆き祈るわたしの声を  

あなたは聞いてくださいました。  

    主の慈しみに生きる人はすべて、主を愛せよ。  

使徒信条 

讃美歌  ２７ とこ世につきせぬ めぐみの主よ 

 

聖 書 マルコによる福音書９章１４～２９節 

9:14 一同がほかの弟子たちのところに来てみると、彼らは大勢の群衆に取り囲まれて、律

法学者たちと議論していた。15 群衆は皆、イエスを見つけて非常に驚き、駆け寄って来て

挨拶した。16 イエスが、「何を議論しているのか」とお尋ねになると、17 群衆の中のあ

る者が答えた。「先生、息子をおそばに連れて参りました。この子は霊に取りつかれて、

ものが言えません。18 霊がこの子に取りつくと、所かまわず地面に引き倒すのです。する

と、この子は口から泡を出し、歯ぎしりして体をこわばらせてしまいます。この霊を追い

出してくださるようにお弟子たちに申しましたが、できませんでした。」19 イエスはお答

えになった。「なんと信仰のない時代なのか。いつまでわたしはあなたがたと共にいられ

ようか。いつまで、あなたがたに我慢しなければならないのか。その子をわたしのところ

に連れて来なさい。」20 人々は息子をイエスのところに連れて来た。霊は、イエスを見る

と、すぐにその子を引きつけさせた。その子は地面に倒れ、転び回って泡を吹いた。21 

イエスは父親に、「このようになったのは、いつごろからか」とお尋ねになった。父親は

言った。「幼い時からです。22 霊は息子を殺そうとして、もう何度も火の中や水の中に投

げ込みました。おできになるなら、わたしどもを憐れんでお助けください。」23 イエスは

言われた。「『できれば』と言うか。信じる者には何でもできる。」24 その子の父親はす
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ぐに叫んだ。「信じます。信仰のないわたしをお助けください。」25 イエスは、群衆が走

り寄って来るのを見ると、汚れた霊をお叱りになった。「ものも言わせず、耳も聞こえさ

せない霊、わたしの命令だ。この子から出て行け。二度とこの子の中に入るな。」26 する

と、霊は叫び声をあげ、ひどく引きつけさせて出て行った。その子は死んだようになった

ので、多くの者が、「死んでしまった」と言った。27 しかし、イエスが手を取って起こさ

れると、立ち上がった。28 イエスが家の中に入られると、弟子たちはひそかに、「なぜ、

わたしたちはあの霊を追い出せなかったのでしょうか」と尋ねた。29 イエスは、「この種

のものは、祈りによらなければ決して追い出すことはできないのだ」と言われた。  

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。復活の主の朝に感謝いたします。本日から信徒伝道週間です。

例年とは異なる仕方で守られますが、信徒たちの奨励をお支え下さい。共に復活の主

を証しすることができますように。私たちが信仰を確かめ、教会がいよいよ堅く建て

られますように。全国の諸教会を覚えて祈ります。無牧の教会に相応しい教師をお与

えください。教会を支える一人ひとりを祝福し、守り導いてください。季節の移り変

わりを覚えます。病の中、不安の中にある方々を支え、御翼の陰にお守りください。

医療従事者始め、大切な働きをなされる働き人をお守りください。 

主イエス・キリストの御名によって祈ります。    アーメン 

 

説 教   「悪霊よりも深刻な課題」         伝道師 藤田 健太 

 主日礼拝においてマルコによる福音書の講解説教が始まって久しく経ちます。

この福音書を読む時、私たちがしばしば突き当たるのが「悪霊追放」の記事です。

マルコによる福音書において、悪霊追放のエピソードは 1 章 21 節以下に始まり、

3 章 20 節以下、5 章 1 節以下、そして、本日の 9 章 14 節以下、38 節以下に描か

れます。このうち 1 章 21 節以下と 9 章 38 節以下のエピソードはマルコのほかは

ルカだけに含まれますが、残りの箇所はマタイ、マルコ、ルカのすべてに等しく

含まれます。主ご自身が荒れ野で悪霊から誘惑を受ける最初のエピソードを含め

るなら、悪霊追放の物語は計５か所、マルコによる福音書に収められていること

になります。聖書日課を開いて説教箇所を確認する時、また、悪霊の話しかと、

正直驚かされます。いったいなぜ福音書記者はこんなにも悪霊追放の物語に興味

興味津々なのでしょうか。聖書時代の人々の共通認識として、悪霊の脅威が生活

と隣り合わせだったことは明らかです。しかしそれだけではありません。本日の

聖書の箇所を読むと明らかですが、悪霊の物語の背後にあるのは人々の「信仰」

と「不信仰」の問題です。悪霊という非日常に直面するとき、私たちの信仰の問

題が明るみに出るのです。 

本日の物語のいきさつはこうです。別行動をしていたイエス、ペトロ、ヤコブ、

ヨハネが残された弟子たちのところに帰ってみると、彼らが群衆に囲まれて、律

法学者たちを相手に何事かを盛んに論じているのです。イエスが「何を議論して
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いるのか」とお尋ねになると、群集の中のある者が答えました。どうやらその人

は悪霊に憑かれた息子を癒してもらうため、弟子たちのもとにその子を連れて来

たようなのです。弟子たちは先生であるイエスの真似をして、この子から出てゆ

くように悪霊に命じました。しかし悪霊はその子に激しいひきつけを起こさせ、

弟子たちの言葉にまったく応じようといたしません。律法学者たちは一連の出来

事を物陰からこっそり見守っていました。今や弟子たちの無力が明らかでしたの

で、それ見たことか、お前たちの行っている教えはやはりまがい物ではないかと、

ここぞとばかりに非難を浴びせたのでした。報告を受けたイエスは言われまし

た。「なんと信仰のない時代なのか。いつまで、わたしはあなたがたと共にいら

れようか。いつまで、あなたがたに我慢しなければならないのか。その子をわた

しのところに連れて来なさい。」―子供を悩ます「悪霊」についてイエスは特段

コメントをなさいません。問題の確信はもっとほかにあるからです。その時代の

人々の「信仰」の欠如を主はお嘆きになります。マルコによる福音書 3 章 15 節、

主から任命を受けた十二人の使徒たちは「悪霊を追い出す権能」を授けられたは

ずです。にもかかわらず、苦しむ子どもを前に何ら積極的な働きができず、律法

学者たちに付け入る隙を与えてしまいました。9 章 38 節以下には「逆らわない者

は味方」という小見出しのエピソードが書かれます。そこではイエスの自覚的な

弟子でないにもかかわらず、イエスのお名前によって悪霊を追い出すことに成功

した人々の存在が語られます。「自覚的な信仰者」と「非信仰者による無自覚な

信仰の業」（こういう言い方が可能であれば）が並べられます。その物語を読む

時、本日の箇所の問題性が分ってきます。弟子たちの自覚的な信仰は非信仰者に

よる無自覚な業にさえ劣るものでありました。弟子たちの「信仰」はその程度の

ものでした。主の嘆きの原因はそこにありました。 

弟子たちでさえそうなのですから、彼らを取り巻く人々の信仰は推して然るべ

きです。イエスは父親に話しかけました。「このようになったのは、いつごろか

らか」。「幼い時からです。霊は息子を殺そうとして、もう何度も火の中や水の

中に投げ込みました。おできになるなら、わたしどもを憐れんでお助け下さい。」

―「おできになるなら、わたしどもを憐れんでお助け下さい」とは何とも消極的

な発言です。父親の不信仰は明らかです。息子の救いについて積極的な希望や期

待を持っていないのです。イエスはその点を問題にされました。「『できれば』

と言うか。信じる者は何でもできる。」―直訳すれば、「信じる者にとってすべ

ては可能である」となります。父親は主の言葉に胸を打たれました。「信じます。

信仰のないわたしをお助けください。」―この言葉も直訳してみると、その意味

するところがダイレクトに伝わってきます。「私は信じます。私の不信仰をお助

け下さい。」先ほどまでこの父親は「息子をお助け下さい」と言っていました。

ところが、今は、「私の不信仰をお助け下さい」と言っています。「助けられる

べき」対象は息子よりも私の方である。私の「不信仰」こそ「悪霊」以上に深刻

な宿痾の病だと言うわけです。憐れまれなければいけないのは、息子ではなく、
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私の方であったことを父親は認めたわけです。罪を悔いる父親の言葉です。 

イエスがお命じになると悪霊は叫び声をあげ、その子から出て行きました。そ

の子がまったく動く気配がないので群集は「死んでしまった」と囁き合いました。

しかしイエスが手を取って起こされるとその子は「立ち上がり」ました。イエス

が手を取ると全ての人は「立ち上がる」のです。不信仰な父親も、悪霊に悩まさ

れた子供も、脚の萎えた人も、イエス・キリストの御名によって「立ち上がる」

のです。やがて主を失うことになる弟子たちも、失意の夜を越えて「立ち上がる」

のです。復活の主を信じる信仰は全ての人間に指し示されています。 

驚く聴衆たちを後に残し、イエスは家の中にお入りになりました。弟子たちは

不甲斐なくもイエスの後に続きました。まるで答えが分からないことを恥じるか

のようにひそかに質問しました。―「なぜ、わたしたちはあの霊を追い出せなか

ったのでしょうか。」「この種のものは、祈りによらなければ決して追い出すこ

とはできないのだ。」―今や、主の言わんとされることは明らかです。信仰によ

る祈りによって全ての道は開かれます。弟子たちはまだまだスタートラインにさ

え立ってはいないのです。本日の箇所では「～ができる」（“デュナミス”）と

いう言葉が 4 回も使われます。それらすべてが指し示しているのは「復活の主イ

エス・キリストを信じる信仰」です。そして、そのような信仰にもとづく祈りで

す。私たちの不信仰を神様のみ前に告白しましょう。信仰を与えられて、開かれ

た道を主と共に歩む者とされましょう。信仰の道は私たちの生涯におけるあらゆ

る可能性に繋がっています。 

 祈り 天の父なる神様、復活の主の栄光を讃美いたします。私たちの不信仰が指し示さ

れました。神さまのみ前にある「破れ」を認めます。私たちを憐れんでください。神様を

信じる者にしてください。悪霊や病から癒された人々のように、失意の夜を越えた弟子た

ちのように、神さまを褒め称える者として、キリストの福音を宣べ伝える者として、私た

ちを遣わして下さい。神様の驚くべき御業に感謝して、主イエス・キリストの御名によっ

て祈ります。アーメン。 

 

祈 祷（各自、自由にお祈りください） 

 祈祷課題 東京神学大学を覚えて、献身者が起こされますよう祈りましょう 

病を負っている方々とそのご家族に主の癒やしを祈りましょう 

      命の危機、不安と孤独に直面している方々に主の恵みを祈りましょう 

      医療従事者の健康が守られ使命が支えられますように祈りましょう 

讃美歌 １５１ よろずの民、よろこべや 

献 金    

頌 栄  ５４４    

祝 祷  

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

あなたがた一同と共にあるように。              アーメン 


